福島 第 一 原子 力 発電 所 ALPS 処 理 水 の 処分 に 関す る 大 本 方 針 及 び 


処分 に 伴う 当面 の 対策 の ポイ ント に つい て 





令 和 3 年 11 月 
廃 炉 ・ 汚 染 水 ・ 処 理 水 対策 チー ム 事 務 局 


福島 第 一 原発 の 廃 炉 に つい て 


@ 福島 第 一 原発 の 廃 炉 作業 は 、 燃料 デブ リ や 使用 済 燃料 の 取り 出し な ど を 行う こと に より 、 
周辺 環境 へ の リス ク を 低減 させ る 極め て 重要 な 作業 で 、 福島 の 復興 に は 不可 欠 。 


@ 他方 、 世界 で も 前 例 の な い 技 術 的 に 困難 な 取組 で あり 、 中 長期 ロー ド マ ッ プ に 基づき 、 30 
40 年 後 の 廃 止 措置 完了 を 目標 に 、 国 も 前 面 に 立ち 、 安全 か つ 着 実に 進め て いる 。 
福島 第 一 原発 の 廃 炉 に お ける 主 な 作業 国 の 役割 


燃料 デブ リ (%) を 取り 出す 使用 済 燃 料 ブ ー ル か ら 燃 ・「 中 長期 ロー ド マ ッ プ 」 を 策定 し 、 安全 確保 を 最 優 
ee Sa 先 、 リ スク 低減 重視 の 姿勢 を 堅持 し た 、 工 程 管理 
ES の 実施 。 
CA ・ 地 域 ・ 社 会 この コミ ュ ニ ケー ショ ン 、 国内 外 へ の 情報 
2 発信 。 
Ma ブール ・ 技 術 的 難易 度 の 高い 研究 開発 の 支援 。 
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原子 炉 圧力 容器 


中 長期 ロー ド マ ッ プ (2019 年 12 月 改訂 ) の 工程 


堅持 
2011 年 12 月 2013 年 11 月 現在 [2021 年 12 月 | 2031 年 末 
4 








使用 済 燃料 取り 出し 開始 | 燃料 デブ リ 取り 出し が | 
まで の 期間 (2 年 以内 ) | 開始 され る まで の 期間 (10 年 以内 ) 所 目 者 本 妊 季 まで の 才 半 4(30 40 年 鈴 ) 





※ 初 版 は 2011 年 12 月 に 策定 。 廃 炉 ・ 汚 染 水 対策 の 進捗 や 地域 か ら 
の 声 等 を 踏ま え 、 累 次 改訂 を 実施 。 現在 、 第 6 版 。 
汚染 水 対策 





廃 炉 の 直面 する 課題 ① (燃料 テ ブ リ 取 り 出 し ) 


@ 廃 炉 は 、 今後 、1 、2 号機 の 使用 済み 燃 * 屋内 の ブー ル に 保管 ) の 取り 出し や 燃 


料 テ ブ リ (溶け 落ち た 燃料 ) の 取り 出し な と の 、 最も 困難 な フェ ー ズ に 移行 。 
@ それ ら を 密閉 ・ 保 管 す る 等 の 作業 を 安全 に 進め て いく た め に は 、 一 時 保管 施設 な ど 様 々 な 設 
備 ・ 施 設 の 整備 が 必要 で あり 、 敷地 内 に 広大 な スペ ー ス が 必要 。 


く 燃 料 デ ブリ 取り 出し > 
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燃料 デブ リ と 
思わ れる 堆積 N 


物 を つか ん で 





































動か せる こと を 
確認 (2 号 
機 ) 。 
【2019.2】 
燃料 の 溶け 落ち 
」 た 炉 で 初め て 、 
| 遠隔 操作 に よる 使用 済 燃料 ( 体 ) 使用 済 燃料 ( 体 ) 取り 出し 完了 燃料 ( 体 ) 取り 出し 完了 燃料 ( 体 ) 
上 使用 済 燃料 392 615 
プー ル か ら の 燃 566/566 1535/1535 
料 取 り 出 し 完了 (2021/2/28 燃 料 取 り 出し 完了 ) (2014/12/22 燃 料 取り 出し 完了 ) 
(3 号機 
【2021.2】 
: 使用 済 燃料 : 発電 に 使用 し た 後 の 燃 料 。 崩 壊 熱 の 発生 は 徐々 に 減少 し て いる が 、 使 用 済 燃 料 プ ー ル に て 冷却 を 継続 し て いる 。 : 
: 順次 、 ブ ー ル か ら 取 り 出し 、 水冷 が 不要 な 使用 済 燃 料 キ ャ スク に 収納 し 、 敷地 内 で の 保管 に 移行 し て いる 。 
: 燃料 デブ リ : 発電 に 用 いら れ て いた 燃料 が 溶け て 固まっ た も の 。 崩壊 熱 の 放出 状況 を みな が ら 、 注水 冷却 を 継続 し て いる 。 


今後 取り 出し た 燃料 デブ リ は 、 乾式 キャ スク に 収納 し 、 敷地 内 で の 保管 に 移行 する 予定 。 2 


廃 炉 の 直面 する 課題 ② (汚染 水 ・ 処 理 水 対策 、 タ ンク 増加 へ の 対応 ) 


@ 現在 、 福島 第 一 原発 で は 、 和 n vs 内 等 に 溜まる 放射 に 
燃料 デブ プリ ( 溶 燃 = 後 の 水 が 建屋 に 滞留 する 


こ 屋 に 
こと に より 発生 する 汚 水 に つい て 2 理 を 行い 、 地内 の タン ク に 貯 
e 既に タン ク は 1000 大 を 超え 、 敷地 内 の 大 き な ス ペー ス を 占め て いる 状況 。 





福島 第 一 原発 構内 の 
汚染 水 を 浄化 処理 し て 貯蔵 し て いる タン ク 群 RS 





1 | ( 令 和 3 年 10 月 時 点 ) 
タン ク 貯 蔵 量 ” 約 128 万 トン 


| | タン ク 容 量 | 
の gg 0 ダク リン 


処理 水 増 加 量 年間 約 5~6 万 トン 





汚染 水 の 発生 量 を 減ら すこ と は で き な い の か ? 


@ 燃料 デブ リ を 冷や し た 水 は 、 汚染 され 、 建屋 内 に た まっ て いる 。 
この 汚染 水 を 建屋 の 外 に 漏れ な いよ う 、 まわ り の 地下 水位 を 高く し 、 水圧 で 止め て 管理 し て 


いる 。 その 結果 、 地下 水 が 流 れ 込 屋内 の 汚染 水 が 発生 し て いる 。 


@ そう し た 中 で も 、 デブ リ を 冷や し た 水 を 浄化 し て 循環 し た り 、 凍土 壁 や サ プ ド レン な と の 対 策 に よ 
り 、 汚染 水 の 発生 量 は 減っ て いる 。 





汚染 水 が 発 生 する 仕組 み 汚染 水 発生 量 の 減少 
po 日 量 ) 
下 mm os 人 
1 540m 







浄化 後 、 
地下 水 バ イ パ バス 冷却 に 使 
原子 业 ター ピン 


燃料 デブ リ -、 






140m 





CM 2014 年 5 月 2020 年 実績 
( サブ ドレ ン (対策 開始 前 ) 
※ サ ブフ ド レル ン と は 0 ト ーー 
a 陸 側 遮 水 壁 (凍土 壁 ) 
を くみ 上 げ る 丼 戸 


ALPS 処 理 水 と は ? 


@ 日 々 原子 炉 建 屋 か ら 発 生 する 、 汚 》 ; 
の 放射 を 規制 基準 以下 まで 浄化 処理 し た 水 が 「ALPS 処 理 水 」。 


耶 惹 タ ンク の 数 は 1 000 基 を 超え 、 敷地 を 圧迫 。 廃 炉 を 計画 的 に ) 
確保 に 支障 が 生じ か ね な い 状 況 。 





雨水 地下 水 、 デ ブリ の 冷却 水 多核 種 除去 設 人 貯蔵 
(ALPS) 等 タン ク 
トリ チ ウ ム 以 外 の 放射 性 物質 を 


原子 炉 規制 基準 を 下回る まで 浄化 































































































トリ チワ ム と は ? 


水素 の 仲間 。 雨水 、 海 水 、 水道 水 、 私 た ちの 身 交界 に も 広く 存在 。 


ご く 弱 い 放 射線 を 発する が 、 紙 1 枚 で 防げ る 程度 。 体 内 に 入っ て も 蓄積 され る こと は な く 、 
水 と 一 緒 に 排出 され る 。 


トリ チ ウ ム は 水素 と 忠 が 似 て いる た め 、 水 か が ら ト リ 


こと は 難し い 。 





水道 水 雨 ( 日 本 ) 
と 1 ベク レル /L 220 兆 ペク レル / 年 数 十 ベ ペク レル 


福島 第 一 原発 の 処理 水 の 処分 方 法 
@ i 和 0 当做 じ 、 NG 全 生生 





な ど 第 王者 が 評価 ・ 栓 5 
。 基本 方 針 決 定 ( 令 和 3 年 4 月 ) か ら 2 年 程度 後 を 目途 に 放出 を 開始 する 予定 。 
さら に 100 倍 以上 に 希釈 し 、 

















































































トリ チ ウム 濃度 を 人 
人 トリ チ ウ ム 以 外 の 核種 を 1.500 ベ クレ ルル L 未 満 に 人 
原子 建屋 か ら 規制 基準 未満 に トリ チ ウ ム 以 外 の 核種 を « 60,000 
発生 する 汚染 水 確実 に 浄化 規制 基準 の 100 分 の 1 未満 に ) 〆 へ ルル L 

" 40 

WHO 

飲料 水 

基準 

1 500 10,000 


々 い 
々 っ る 
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ss 
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ベク レル /L ーー テ ベク レル /L 


トリ チワ ム 
コバ ルト 、 セ シウム な ど を 含む 


トリ チ ウ ム 以 外 の 核種 の 浄化 処理 





> 規制 基準 は 、 事故 炉 か 通常 妨 か を 問わ ず 、 含ま れる すべ て の 桜 種 の 放射 線 影 響 の 合計 で 判断 。( 核 種 や 個 
数 の 問題 で は な く 、 ヒ ト へ の 影響 に 換算 し た 合計 値 で 判断 ) 


と すべ て の タン ク の 水 ( 計 125 万 トン ) の 7 割 に は 、 ト リチウム 以外 の 核種 が 規制 基準 以上 含ま れる 。 これ ら は 処 
分 前 に 再度 ALPS を 使い 、 規制 基準 以下 まで 確実 に 浄化 する 。 


タン ク 内 の すべ て の 水 =125 万 トン 
7 割 : | トリ チ ウム 以外 の 核種 | が 規制 基準 以上 に 残存 
3 割 : ト リチウム 以外 兆 化 処理 済 ー 
※ 最 近 2 年 半 に 兆 化 し た 水 は す べ て 規制 基準 以下 に で き て いる 。 





(参考 ) 再 兆 化 の 性 能 試験 前 後 の 比 較 事 例 
| 上 | (出典 : 多核 種 除去 設備 等 処理 水 の 二 次 処 理性 能 確認 試験 の 状況 に つい て 東京 電力 R2.12.24) 
DARD 
















a 
通常 炉 排水 に も 含ま れる 核種 | 。 コバ ルト 、 マ ン ガ ン な ど - 再 兆 化 前 再 净化 后 
コバ ルト 60 
事故 炉 ( 再 処 理工 場 ) IAN FA 
こ 廊 な ど 
a a: tis As ト 
| bm 


トリ チ ウ ム 以 外 の 
i = mr っ 


ここ か ら さ ら に 希釈 に より 100 分 の 1 以下 に 下げ る 。 
(この 場合 、 ト リチウム 以外 の 核種 の 合計 値 は 0. 0035 以 下 と な る 。 






トリ チ ウ ム の 年 間 処 分 量 < 近隣 アジ ア 諸 国 ・ 地 域 の 例 < ン 


@ トリ チワ ム は 、 国内 外 の 原発 ・ 再 = 、 各国 ・ 地 域 の 法令 を 遵守 し た 上 で 、 液体 廃 
棄 物 と し て 海洋 や 河川 等 へ 、 また 、 換気 等 に と も な い 大 気 中 人 排出 され て いる 。 


※ 船 有朋 等 か 5 海洋 に 放出 する こと は ロン ドン 条約 に お いて 禁止 され て いる 。 


< 韓国 月 城 (ウォ ルソン ) 原発 > > < 韓国 古里 (コリ) 原発 > | 
排出 量 : 約 31 兆 Bq( 液 体 )(2019 年 ) 下 排出 量 : 約 91 兆 Bq (液体 ) (2019 年 ) 
< 中 国 紅 沿 河原 発 > ' 


排出 量 : 約 87 光 Bq( 液 体 )(2019 年 ) ! 















く 日 本 福島 第 一 原発 > 








RS / ey 処分 方 針 で の 放出 予定 量 : 
》 外 約 22 兆 Bq を 下回る 水準 (液体 )( 年 間 ) 
く 中 国 泰山 第 三原 発 > 人 mm < A 
下 可 = 4 ゝ の Sd \ く 日 本 の BWR の 平均 値 > 
AE の 排出 量 : 約 316 億 1.9 兆 Bq( 液 休 ) 
で 家 (2008 ン 2010 年 の 平均 ) 
< 中国 亭 德 原 落 > 人 
排出 量 : 約 98 兆 Bq( 液 体 )(2019 年 ) SS 了 和 、 ぐ 日 本 の PWR の 平均 値 > 
NN A 排出 量 : 約 18~83 兆 Bq( 液 体 ) 
GO _(2008~2010 年 の 平均 ) 
< 中 国 陽 江原 発 > SS < 台湾 馬 寺 山原 発 > = 
排出 量 : 約 107 兆 Bq( 液 体 )(2019 年 ) hh) 排出 量 : 約 35 兆 Bq (液体 ) (2019 年 ) 











出典 : 平成 25 年 度 原子 力 施設 運転 pet ES 
下期 放射 線 管理 等 報 千秋 (原子 力 
電 所 環境 放射 線 調査 と 3 評価 報告 (韓国 水力 ・ 原 子 力 発 電 会 社 ) 


原子 ; 了 | 百 | 1 1 二 
中 国 核能 年 链 (中 国 校 能 行 業 陣 会) BWR (沸騰 水 型 原 子 炉 ) PWR ( 加 圧 水 型 軽 水 炉 ) カナ ダ 型 重水 炉 


第 一 ~ 第 三 原発 108 年 放 別 性 物質 排 放 年 報 (台湾 電力 ) 
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AL PS 処 理 水 放出 の 安全 性 
0 vn 海洋 放出 し た 場合 say 


超え る : 


ョ 22 兆 過多 月 / 年 | ※ 事 故 前 の 福島 第 一 に 
お ける 放出 管理 目標 値 





[外層] 


1^" 外 上 / 肖 の 男 囲 
・ 北 側 約 1.5km 
(共同 漁業 権 非 設定 区 域 北端 ) 


・ 南 側 約 1.5km 
(共同 漁業 権 非 設定 区 域 南端 ) 


> 沖合 約 0.7km 














バッ ク グ ラウ ンド レベ ル (0.5 て 1^^ 外部) を 超え る エリ ア に つい て も 、 
WHO 饮料 水 基准 (10.000^" 外 上 / 滞 ) と 比較 し て 十分 小さ いこ と に 留意 。 


出典 : 東京 電力 「 多 桜 種 除去 設備 等 処理 水 の 取 扱い に 関す る 小 委 員 会 報告 書 を 受け た 当社 の 検討 素案 に つい て 」(2020 年 3 月 24 日 ) 10 


ALPS 処 理 水 の 海 洋 放出 の 影響 
@ 基本 方 針 に 沿っ て 、AL PS 処理 水 を 十分 に 希釈 し て 海洋 放出 し た 場合 、 近 隣 の 住民 へ の 追加 


的 な 放射 線 に よる 影響 は 、 トリ チワ ウム 以外 の 述 種 も 含め て 、 日 本 人 が 1 年 間 に 自 然 界 か ら 受け る 
放射 線 に よる 影響 の 1 0 万 分 の 1 未満 o 


処理 水 (22 兆 ベク レル ) を 海洋 放出 し た 場合 と 自然 放射 線 に よる 放射 線 影 響 の 比較 
1 年 間 に 自 然 界 か ら 受 ける 海洋 放出 し た 場合 の 
バ 評 ク 人 





1 年間 の 放射 線 の 影響 


ーー 0.0000018~ 
10 万 分 の 1。_ 自 0.0000207 mSv 





























※ALPS 小 委員 会 で 示さ れ た 原子 放射 線 の 影響 に 関す る 国連 科学 委員 会 (UNSCEAR) の 手法 を 用 いた 試算 
(ALPS 小 委員 会 報告 書 の 結果 を 放出 量 に 合わ せ 補 正 ) 


身の回り に ある 自然 放射 線 




















(有 10.48 


( 大 地 ) 0.33 











これ まで の 経緯 


: ALPS 処 理 水 の 取り 扱い に つい て は 、 6 年 余り に わた り 議 論 
: @ 「 ト リチウム 水 タ スク フォ ー ス 」 (2013 年 12 月 ~2016 年 6 月 ) で は 、 諸 外国 の 事例 等 を 踏ま え 、5 つの 処分 方 法 (大 : 
: 注入 、 海 洋 放出 、 水 蒸気 放出 、 水素 放出 、 地 下 埋設 ) に つい て 、 技 術 成立 性 、 規 制 成立 性 等 の 観点 か ら 評 価 。 : 
: @ 「ALPS 小 委員 会 」(2016 年 11 月 ~2020 年 2 月 ) で は 、 5 つの 処分 方 法 と 長期 保管 に つい て も 議論 し 、 放出 実績 が : 
: あり 、 技術 が 確立 され て いる 海洋 放出 及び 水蒸気 放出 が 現実 的 な 方 法 で あり 、 「 海 洋 放 出 の 方 が より 確実 に 実施 可能 」 : 
と の 評価 。 5 


国内 外 で 実績 あり 。 e 海外 の 事故 炉 で 前 例 あ り 。 


比較 的 拡散 の 状況 を 予測 し や すく 、 モニ タリ ング 等 の 検討 が 容 ※ 稼 働 中 の 原子 炉 で は 、 換気 に よっ て 放出 され て いる 。 
吻 。 e 拡散 の 事前 予測 が 難し く 、 モ ニタ リン グ 等 の 検討 に 課題 。 





: @ ALPS 小 委員 会 の 報告 書 を 取り まとめ た 令 和 2 年 2 月 以降 、 700 回 に 及ぶ 意見 交換 を 実施 。 令 和 2 年 4 月 以降 に 各 : 
: 省 副 大 臣 等 が 出席 する 「 御 意見 を 伺う 場 」 を 7 回 開催 、29 団 体 、43 名 の 方 か ら 意見 を 伺っ た 。 また 、 書面 に よる 意見 

: 募集 を 行い 、4000 件 を 超え る 意見 を いた だ いた 。 

: これ ら に 加え 、 国会 で の 議論 な と 、 政府 で の 検討 を 深化 。 


令 和 3 年 4 月 13 日 基本 方 針 の 決定 

@ 菅 総 理 出席 の も と 、「 廃 炉 ・ 汚 染 水 ・ 処 理 水 対策 関係 閣僚 等 会 議 」 に お いて 、 東京 電力 福島 第 一 原子 力 発電 所 の 
ALPS 処 理 水 を 、2 年 程度 の 準備 期間 を 経て 、 安全 性 を 確保 し 、 政府 を 挙げ て 風評 対策 を 徹底 する こと を 前 提 に 、 
海洋 放出 する 方 人 針 を 決定 。 

令 和 3 年 8 月 24 日 el ad 











(参考 ) 専門 家 会 議 に お ける 5 つの 処分 方 法 の 検討 


国 トリ チ ウ ム 水 タス ク フ ォ ー ス の 評価 結果 に つい て 


処分 方 法 ① 地層 注入 の 例  :② 海洋 放出 の 例  : ③ 水蒸気 放出 の 例 : ④ 水素 放出 の 例 : ⑧ 地下 埋設 の 例 


イメ ー ジ 図 に 





・ 適 切な 地層 を 見 つけ 出す 必 : ポイ ラー で 蒸発 させ る 方 式 は :・ 実 処理 水 を 対象 と し た 場合 、: 
技術 的 要 あ り 原子 力 施 設 に お ける 海洋 放 : TMI-2(※) の 事例 あり 。 : 前 処理 や スケ ー ル 拡大 等 に :・ コ ンク リト ピッ ト 処 分 、 遮 断 型 
成立 性 ・ 適 切な モニ タリ ング 手法 が 確 出 の 事例 あり 。 :※ 処 分 水量 :8.700m3 : つい て 、 技 術 開発 が 必要 な : 処分 場 の 実績 あり 。 
eo 立 きれ て いな い 。 1: 処分 期間 :2 年 8 か 月 。 : 可能 性 あり 。 _ : 
规制 - 処 分 濃度 に よっ て は 、 新 た な : a A :・ 新 た な 基準 の 策定 が 必要 な 
成立 性 規制 基準 の 入 定 が 必要  : で 規制 基準 あり : 現状 で 規制 ・ 基 準 あり : ・ 現 状 で 規制 ・ 基 準 あり 


可能 性 あり 。 
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(参考 ) 専門 家 会 議 に お ける 検討 (貯蔵 継続 ) 





や ALPS 小 委員 会 (第 13 回 、 14 回 、 15 回 、 16 回 ) で は 、 貯蔵 継続 に つい て 検討 し 、 
> 原子 炉 等 規制 法 に お いて 規定 され て いる 廃止 措置 の 一 環 で ある 「 核 燃料 物質 に よ つ て 汚染 され た 物 の 廃棄 」 
に ALPS 処 理 水 の 処 分 も 該当 
> 大 原則 と し て 、 福島 の 復興 と 廃 炉 を 両輪 と し て 進め て いく こと が 重要 で あり 、 廃止 措置 が 終了 する 際 に は 、 
ALPS 処 理 水 に つい て も 、 廃 炉 作業 の 一 環 と し て 処分 を 終え て いる こと が 必要 
と され て お り 、 廃止 措置 を 終え た 後 も 貯蔵 を 継続 する こと は で き な い こと を 示唆 。 
具体 的 に は 、 タ ンク 保管 容量 の 拡大 の た め 、 標準 タン ク と は 別 の タン ク 型 式 に つい て も 議論 。 
① 大 容量 の 地上 タン ク で の 保管 に つい て の 指摘 は 以下 の と お り 。 
> 現在 設置 し て いる 標準 タン ク と 比較 し て 面積 当たり の 容量 効率 は 大 差 な い 
> 保管 容量 が 大 きく 増 人 婦 置 や 漏えい 検査 等 に 要する 期間 が 長期 化す る 
> 万 が 一 、 破損 し た 場合 の 漏えい 量 が 騰 2 大 に な る と いう 課題 あり 
② NO 指摘 は 以下 の と お り 。 
> 大 容量 の 地 中 タ ンク も 、 標準 タン ク と 比較 し て 保管 容量 は 大 きく 増え な い 
> 漏えい 量 な と で も 大 容量 の 地上 タン ク と 同様 の 課題 が ある こと 





③ 洋上 タン ク で の 保管 に つい て も 議論 。 指摘 は 以下 の と お り 。 
> 石油 備蓄 基地 で 採用 され て いる 大 き さ で は 、 福島 第 一 原発 港湾 内 の 水深 が 浅く 設置 困難 
> 津波 が 発生 し た 場合 に 漂流 物 と な っ て 沿岸 に 漂着 し 被害 を 及ぼ す 可 能 性 あり 
と タン ク 外 へ 漏えい し た 坦 合 、 漏 えい 水 の 回 収 が 困難 と な る と いう 課題 あり 
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(参考 ) 専門 家 会 議 に お ける 検討 (敷地 利用 ①) 





の ALPS 小 委 員 会 で は 、 さ ら 5 な る 貯蔵 継続 の 寺地 を 検討 する た め 、 敷地 利用 に つい て も 議論 。 
処理 水 よ り も リス ク の 高い 使用 済 燃料 の 取り 出し や デブ リ の 取り 出し と いっ た 廃 炉 作 業 を 進め て いく た め に 
は 、 以下 の よう な 施設 の 建設 が 必要 。 
① 燃料 デブ リ や 使用 済 燃料 を 取り 出し 、 保管 する た め に 必要 な 施設 
② 今後 発生 する 廃棄 物 を 保管 する た め に 必要 な 施設 
③ 作業 員 が 安全 に 作業 に 取り 組む た め に 必要 な 施設 
安全 か つ 着 実 な 廃 炉 措置 に 向け て 敷地 内 の 土地 を 確保 する た め に は 、 処 理 水 を 処分 し 、 


タン ク の 解体 を 進め て いく こと が 必要 。 





< 参考 > 廃 炉 事 業 に 必要 と 考え られ る 施設 (ALPS 小 委員 会 第 14 回 資料 抜粋 ) 


I① 多 校 種 除去 設備 等 処理 水 を 貯 軌 する た め の タ ンク に 
(処理 水 の 発生 に 応じ ) 


② -1 使用 済 燃 料 や 燃料 デブ リ の 一 時 保管 施設 
| 一 乾式 キャ スク ー 時 保管 施設 : 約 21.000m2 


( ス 2 0 2 0 年 代 前 半 ) ぐ 必 要 な 面積 を 相対 比較 > 
@ 1 へ 6 号機 使用 済 燃料 ブー ル 用 : 約 5,000m2 | | swe 
@ 共用 ブー ル 用 : 約 16.000m2 | 


一 燃料 デブ リー 時 保管 施設 : 最大 約 60.000m2< 


(2020 年 代 後半 ) 
約 60.000m2< 


⑥Tokyo Electric Power Company Holdings, Inc. All Rights Reserved 無断 複 抽 ・ 転 載 禁 止 東京 電力 ホー ルディ ング ス 株 式 会 社 1 
SS EE EE ーーー: ーー 





(参考 ) 専門 家 会 議 に お ける 検討 (敷地 利用 ②) 





< 参考 > 廃 炉 事 業 に 必要 と 考え られ る 施設 (ALPS 小 委員 会 第 14 回 資料 抜粋 (つづ き ) ) 


②-2 今後 具体 化 を 検討 する 施設 (G 昼 く と も 2020 年 代 後半 ) 


本 な 時 


さま ざま な 試料 の 分 析 用 施設 2020 年 代 前 半 分 析 能 力 の 強化 の た め 


燃料 デブ リ 取り 出し 訓 線 施 設 。 2020 年 代 前 半 フー フロ 取り 出し 前 の 

廃 広 物 リ サイ クル 施設 2020 年 代 後半 也 杯 物 の 湯谷 

廃棄 物 一 時 保管 エリ ア 2020 年 代 後半 
事故 時 に 用 いた 設備 が 


事故 対応 設備 保管 施設 2020 年 代 前 半生 ちな いよ うに 速やか に 


- 今後 、 廃 炉 事業 の 進捗 に 従っ て 必要 な 施設 を 検討 する 
ss 


(参考 ) 専門 家 会 議 に お ける 検討 (敷地 外 へ の 持ち 出し ・ 処 分 ) 





福島 第 一 原発 の 敷地 外 へ 搬出 する 場合 に つい て 議論 。 指摘 は 以下 の と お り 。 
> 法令 に 準拠 し た 移送 設備 が 必要 と な る 他 、 移送 ルー ト と な る 自治 体 の 理解 を 得る 必要 。 


と 車両 や 船舶 で 移送 する 場合 、 最 大 4m3 の L 型 輸送 容器 を 車両 や 船舶 に 積載 し 運 披 する こと に な り 、 所 外 
運搬 手続 き 等 が 必要 。 また 、 膨大 な 量 を 移送 する 必要 が ある 点 も 留意 。 


, ALPS 処理 水 の 敷地 外 へ の 搬出 は 、 大 量 の 処理 水 を 移送 する 手段 の 検討 ・ 準 備 に 相当 な 時 間 を 要する と 
「 と も に 、 多岐 に わた る 関係 者 と の 事前 調整 が 必要 で ある 。 


福島 第 一 原発 の 敷地 外 に 新た に 敷地 を 確保 し 保管 する 場合 に つい て も 議論 。 指摘 は 以下 の と お り 。 
> 保管 施設 を 設置 する 自治 体 等 の 理解 を 得る 必要 
> 放射 性 廃棄 物 保管 施設 と し て 、「 桜 原料 物質 、 桜 燃料 物質 及び 原子 炉 の 規制 に 関す る 法律 」 に 基づく 事業 
許可 を 得 た 上 で 、 放射 線 に よる 障害 の 防止 措置 を 講 し た 上 で 、 同 法 に 基づく 保安 検査 や 桜 物質 防護 検査 
等 を 受け る 必要 。 


' 新た に 放射 性 物質 の 保管 施設 設置 する に は 、 相応 の 設備 や 多岐 に わた る 事前 調整 、 認可 手 続き が 必要 
で あり 、 相当 な 時 間 を 要する 。 


mm = = = = = = = = = = = = = = — — — — — = — 


の 福島 第 一 原発 内 の 土 捨て 場 の 土砂 を 敷地 外 に 持ち 出し 、 敷地 を 有効 活用 で き な い か 検討 。 指摘 は 以下 の と お り 。 
> 土壌 は 、 原 子 炉 等 規制 法 の 下 で 適切 に 管理 され る こと が 必要 で あり 、 汚染 の 実態 が 明らか に な っ て いな いこ と 


と 陸生 保管 方法 、 DR MG NN 





ALPS 処 理 水 の 処分 に 関す る 大 本 方 針 の 決定 


よ 、 福島 第 一 原発 の 廃 炉 の 進展 が 不可 欠 。 廃 炉 を 安全 に 進め る た め 、 ALPS 処 理 水 の 処分 が 必要 
全 和 3 年 4 月 1 3 日 、 東 京 電力 福島 第 一 原子 力 発電 所 の ALPS 処 理 水 を 、2 年 程度 の 準備 期間 を 経て 、 安全 


性 を 確保 し 、 政府 を 挙げ て 風評 対策 を 徹底 する こと を 前 提 に 、 海洋 放 出す る 方 針 を 決定 。 


処分 に 当たっ て は 、 風評 影響 が 懸念 され る 。 産業 や 生業 の 復興 に 取り 組ん で きた 方 々 の 努力 を 無 に する こと の な いよ う 、 
徹底 し た 風評 こ 取組 む 。 


第 5 回 廃 炉 ・ 汚 染 水 ・ 処 理 水 対策 関係 閣僚 等 会 議 の 様子 
(R3.4.13) 基本 方 針 の ポイ ント 
= = | ①ALPS 処 理 水 の 処 分 方 法 


国内 で の 実績 が ある 点 や 、 モ ニタ リン グ を 確実 に 実施 
で きる 点 を 評価 し 、 海洋 放出 する 。 


② 海 洋 放出 の 具体 的 な 方 法 
風評 影 警 を 最大 限 抑 制す る た め の 放 出 方 法 を 徹底 。 
国 トリ チリ ワム 





























・ 濃 度 一 規制 基準 の 1/40 に 希釈 
・ 総 量 一 事故 前 の 管理 目標 値 を 下回る 水準 


ALPS 処 理 水 の 処 分 は 、 福島 第 一 原発 の 廃 炉 を 進め る に 
あたっ て 避け て は 通れ な い 課 題 で す 。 

福島 を 始め 、 被災 地 の 皆 様 や 漁業 関係 者 の 皆様 が 風評 
被害 へ の 懸 愛 を 持た れ て いる こと を 真 撃 に 受け 止め 、 政府 全 
体 が 一 丸 と な っ て 、 懸 菅 を 払拭 する た め 、 徹底 し た 情報 発信 
を 行い 、 説明 を 尽く す た め の 広報 活動 を 」 記 に 行い ます 。 

政府 が 前 面 に 立っ て 、 処理 水 の 安全 性 を 確実 に 確保 する 
と と も に 、 風評 払拭 に 向け て あら ゆる 対策 を 行っ て まい り ま す 。 


国 艺 四 他 核 种 
規制 基準 を 下回る まで 二 次 処 理 、 さ ぁ ら に 大 帽 希 釈 
③ 風 評 影 響 へ の 対応 
ALPS 処 理 水 の 安全 性 に つい て 国民 ・ 国 際 社 会 の 
理解 醸成 を 行う と と も に 、 生産 ・ 加 工 ・ 流 通 ・ 消 費 
対策 を 実施 。 風評 被害 が 生じ た 場合 、 賠償 を 行う 
よう 東京 電力 を 指導 。 





ALPS 処 理 水 の 処分 に 伴う 当面 の 対策 の ポイ ント 


© ます は i 組 ーッ さら に 、 万 一 風評 が 生 し た と し て も 、 これ に 打ち 勝ち 、 
安 / \ Kp で きる 環境 





し 
1 . 風評 を 生じ させ な いた め の 仕 組み づくり 2. 風 康 ] ぢ 勝ち 、 安 心して 事業 を が 半 続 ・ 拡 大 で きる 仕組 みつ くり 


(1 ) 徹底 し た 安全 対策 に よる 安心 の 醸成 (1 ) 風評 に 打ち 勝つ 、 強 い 事 業者 体力 の 構築 


| 安全 対策 を 徹底 。 OR ・ 生産 ・ 加 工 ・ 流 通 ・ 消 費 の 各 段 階 で 安全 を 証明 ・ 発 信 。 
国内 外 に 信頼 性 の 高い 情報 を 発信 。 ・ 風 評 に 打ち 勝つ 強い 事業 者 体力 の 構築 に 取り 組 お 。 








① 風 評 を 最大 限 抑 制す る 処分 方 法 の 徹底 上 厳 正 な 番 含 ⑦ 安 全 証明 ・ 生 産 性 向上 ・ 販 路 開 拓 等 の 支援 
② モ ニタ リン グ の 強化 ・ 拡 充 ー 水 産業 、 農 林業 、 商工 業 、 観光 業 へ の 支援 拡充 等 
③IAEA、 地元 漁業 者 等 の 外部 の 監視 ・ 透 明 性 の 確保 


(2) 風評 に 伴う 需要 変動 に 対応 する セー ディ イィ ネット 
( 2 ) 安心 感 を 広く 行き 渡ら ちせ る た め の 対 応 ・ 万 が 一 風評 が 生じ た と し て も 安心 で きる 事業 者 に 寄り 
・ 処理 水 の 安全 性 を 広く < 周知 。 添う セー フ テ ィ ネッ ト を 構築 。 
・ 大 都市 ・ 主 要 海 外 市 場 を 中 心 に 、 安心 が 共有 され 、 ⑧ 万 一 の 需要 減少 に 備え た 緊急 対策 
適正 な 取引 が 行わ れる 環境 を 整備 。 ー 水 産物 の 一 時 買取 り ・ 保 管 ・ 販 踏 拡大 等 の た め の 全国 
・ 消費 者 に 直 に 接する 方 な と か ら 5 の 安全 性 の 発信 。 を 対象 に する 基金 等 
④ 安 心 が 共 有 さ れる た め の 情 報 の 普及 ・ 浸 透 ⑨ な お も 生じ る 風評 被害 へ の 被害 者 に 寄り 添う 賠償 


⑤ 国 際 社 会 へ の 戦略 的 な 発信 : さら に 、 長 期 的 な 課題 の 解決 に 向け た 対策 も 講じ る 。 
⑥ 安 全 性 等 に 関す る 知識 の 普及 状 況 の 観測 ・ 把 所 : ⑩ 和 将来 技術 (トリ チ ウム 分 離 、 汚 染 水 発生 抑制 等 ) の 
: 継続 的 が 追求 














一 今後 も 、 風 評 の 状況 を 継続 的 に 確認 。 必要 な 追加 対策 は 継続 的 に 実施 し て いく 。 19 


風評 を 生じ させ な いた め の 仕 組み つく り ① 
. 徹底 し た 安全 対策 に よる 安心 の 醸成 


何より も 安全 対策 を 徹底 。 取組 状況 に つい て 、 I AE A 等 「 外 部 の 目 」 を 入れ た モニ タリ ング 等 に より 


透明 性 在 确 保 。 
国内 外 に 信頼 1 


本 Ti ET 


BMN 法 モニ タリ ング の 強化 ・ 拡 充 
の 徹底 


・ 安全 人 確保 対策 等 の 具体 化 
- 客観 性 ・ 透 明 性 高く 測定 


- 放出 量 ・ 濃 度 を 最小 化す る よう 、 


毎年 の 放出 計画 を 見 直し 
・ 人 及び 周辺 環境 へ の 影響 確 


説 
- 海洋 拡散 シミ ュ レー ショ ン の 改良 
- 処理 水 に よる 魚の 飼育 等 分 か り 
や すい 情報 発信 等 


・ 海域 環境 モニ タリ ング の 強化 ・ 


拡充 

- ALPS 処 理 水 に 係る 海域 モニ タリ 
ング 専門 家 会 議 ( 测 点 . 频 度 等 ) 

- IAEA に よる 協力 (分 析 機 関 間 の 
比較 ) 


水産 物 モ ニタ リン グ の 拡充 
- トリ チ ウ ム を 対象 と する 水産 物 の 
モニ タリ ング 検査 の 追加 








国際 機関 等 の 第 三 者 に よる 監視 
及び 透明 性 の 確保 


1 AEA 等 の 国際 機関 に よる 
安全 性 の 確認 ・ 情 報 発信 等 の 
協力 
地元 自治 体 ・ 農 林 漁 業者 、 
消費 者 等 の 関与 
- 海域 環境 モニ タリ ング で の 試料 採 
取 や 検査 の 立会 い 等 


徹底 し た 情報 公開 等 
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風評 を 生じ させ な いた め の 仕組 みつ くり ② 


. 安心 感 を 広く 行き 渡ら せる た め の 対 応 


処理 水 の 性 状 や 安全 性 を 広く 周知 し 、 その 普 
大 都市 ・ 主 要 海 外 市 場 を 中 心 に 、 





消費 者 に 直 に 接する 方 な どか ら の 安全 


全 性 の 発信 。 


安心 が 共有 され る た め の 情 報 の 普及 ・ 浸 透 
・ 生産 者 へ の 繰り 返し の 説明 


・ 適正 な 取引 の 実現 (加工 ・ 流 通 ・ 小 売 の 各 段 階 
へ の 説明 を 徹底 、 買 叩き な と の 取引 実態 を 把握 ) 


・ 消費 者 の 理解 向上 、 大 消費 地 へ の 重点 対応 


・ 販売 員 な ど 消 費 者 に 直 に 接する 方 か ら 、 自ら 
説明 いた だ ける 環境 の 整備 


・ 教育 現場 に お ける 理解 醸成 
- 出前 授業 や 放射 線 副読本 等 


・ 自治 体 が 行う 情報 発信 の 支援 
・ 事実 と 異な る 主張 へ 科学 的 根拠 に 基づく 反論 


国際 社会 へ の 戦略 的 な 発信 
・ IAEA 等 の 国際 機関 と の 連携 


・ 情報 発信 の 強化 

- 各国 ・ 地 域 及 び 市 場 関係 者 

- 報道 機関 、 イン フル エン サー、 科学 者 ・ 有 識者 等 
・ 国際 会 議 . イ ベン ト の 活用 


・ 輸入 規 制 の 緩和 . 撤 廃 に 向け た 取組 


対策 6 
安全 性 等 に 関す る 知識 の 普及 状況 の 観測 ・ 把 握 
・ 処理 水 の 性 状 や 安全 性 等 の 認識 状況 を 把握 
- イン ター ネッ ト 調 査 等 
・ 風評 の 実態 調査 、 発生 メカ ニズム の 分 析 
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風評 に 打ち 勝ち 、 安 心して 事業 を 継続 拡大 で きる 仕組 み づ く り ① 
3. 風評 に 打ち 勝つ 、 強 い 事 業者 体力 の 構築 


- 生産 ・ 加 工 ・ 流 通 ・ 消 費 の 各 段 階 で 、 安全 を 証明 ・ 
- 風評 に 打ち 勝つ 強い 事業 者 体力 の 構築 に 取り 組む 。 


対策 7 
安全 証明 ・ 生 産 性 向上 ・ 販 路 開 拓 等 の 支援 











【 生 産 対策 ・ 農林 水産 物 の 検査 の 実施 
「 が ん ば る 漁業 復興 支援 事業 」 の 拡充 ・ 福島 県 産 農 産物 の 第 三 者 認証 の 取得 支援 
被災 地 に お ける 種苗 放流 の 支援 ・ 福島 県 農林 産物 の 国内 販路 開拓 
> 好 Se= 必 信人 四 道 用 四柱 
漁業 用 機器 設備 の 導入 支援 ・ 被災 地産 品 の 積極 的 利用 の 促進 
水産 業 協同 利用 施設 等 の 整備 へ の 支援 
・ 新規 就業 者 の 確保 育成 の 強化 
【 加 工 / 流 通 対 策 】 ・ ホー プ ツ ー リ ズム の 促進 や 海洋 レジ ャ ー へ の 総合 支援 
被災 地 に お ける 水産 加工 業 の 販路 回 復 促 進 ・ 地域 の 観光 資源 の 磨き 上 け げ や 魅力 発信 
販路 拡大 ・ 経 営 力 強 化 と 安全 実証 へ の 支援 。 交流 人 口 の 拡大 支所 


福島 県 内 の 水産 消費 地 市 場 の 支援 
福島 相 双 復興 推進 機構 に よる コン サル ティ ング 


【 消 費 対 策 】 ・ 特別 相談 窓口 の 設置 や 復興 支援 アド バイ ザー の 派遣 
量販 店 ・ 専 門 鮮 魚 店 、 外食 店 で の 販売 促進 ・ EC・ 見 本 市 等 で の 支援 
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風評 に 打ち 勝ち 、 安心 し て 事業 を 継続 ・ 拡 大 で きる 仕組 みつ くり ② 


4. 風評 に 伴う 需要 変動 に 対応 する セー フ テ ィ ネッ ト 
- 万 が 一 風評 が 生 し た と し て も 安心 で きる こ 礎 り 添 う セ ー フ ティ ネッ ト を 構築 。 


万 一 の 協 要 減少 に 備え た 機動 的 な 対策 な お も 生じ る 風評 被害 へ の 被害 者 の 立場 に 奇 り 添う 賠償 





・ 新た な 基金 等 の 支援 を 構築 ・ 体制 の 整備 
- 冷凍 可能 な 水産 物 の 一 時 的 買取 り ・ 保 管 - 経 産 省 内 に 特別 チー ム (処理 水 損害 対応 支援 室 ) 
- 冷凍 で き な い 水産 物 の 販路 拡大 等 - 東電 の 相談 窓口 ・ 専 用 ダイ ヤル 
・ 賠償 の 枠組 み 
具体 的 な 内 容 に つい て は 、 水産 庁 と も 協力 し  - 放出 前 で も 、 迅 速かっ 適 切 に 賠償 
つつ 、 今後 の 予算 編成 過程 に お いて 具体 化  - 損害 の 推認 (統計 デー タ の 使用 等 






風評 を 抑制 する 将来 技術 の 継続 的 な 追求 
・ ト リチウム の 分 次 技術 の 第 三 者 評価 及び 野 新 技術 動向 の 継続 的 な 把握 
・ 汚染 水 発生 量 の 更 な る 抑制 
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“当面 の 対策 "に お いて 、 新た に 岩手 県 を 対象 に し た 主 な 支援 施策 





水産 業 関連 
・「 が ん ば る 漁業 復興 支援 事業 」 


原発 事 才 の 影響 を 受け る 漁業 者 の 収益 性 回 復 等 の 取組 に に 対し 用 船 科 和 


被 炎 海 域 に お ける 種苗 放流 支援 事業 


- 他 海 域 の 生産 施設 及 等 か ら の 種苗 の 導入 等 に よる 放流 種苗 の 確保 を 支援 。 
岩手 県 に つい て は 、 今 回 新た に こ ア ワ ビ を 支援 対象 に 追加 


6 被 炎 地 域 - 和 水 苦 加 工业 O 肛 路 回复 促进 支援 













・ 海洋 レジ ャ ー へ の 総合 支援 
- 市 町 村 や 観光 協会 等 に よる 海 の 魅 力 を 体験 
で きる コン テン ツ の 開発 、 プ ロモ ーション 
の 強化 等 の 取組 を 支援 。 


・ 地域 の 観光 資源 の 磨き 上 げ や 魅力 の 発信 




























- 水産 加工 業者 に よる 販路 回 復 等 に 向け た 個別 指導 、 商 談 会 ・ 人 - 観光 協会 等 、 地 域 の 観光 関係 者 に よる 地域 
人 揚 外 バイ ヤー こ 向 け 産 地 訪 問 る 被災 県 産 水産 物 等 な ら で は の 観光 資源 の 磨き 上 げ の 魅 
た だ 全 性 や 条 力 を 発信 する 取組 を 支援 。 OR 


: 外食 店 等 で の 販売 促進 支援 の 発信 を 支援 


- 水産 加工 業者 に よる 外食 店 を 活用 し た フェ ア の 開催 や 百貨 店 オン ライ 
ン シ ョ ッ プ や EC サイ ト 等 を 通じ て 、 水 産 加工 品 を 販売 する る 取組 を 支援 。 
・ 量販 店 ・ 専 門 鮮魚 店 等 で の 販売 促進 支援 
了 こよ る 量販 店 ・ 専 門人 鮮魚 店 等 を 通じ た 鮮魚 等 の 販売 
進 を 
・ 新た な 基金 等 の 支援 を 構築 
- 冷凍 可能 な 水産 物 の 一 時 的 買取 
拡大 等 に つい て 、 対 策 を 実施 ( 







・ 被災 地産 品 の 積極 的 利用 の 促進 
- 被災 地産 食品 の 販売 フェ ア や 社内 食堂 等 


狼人 ルレ 
や 保 人 に で の 積極 利用 を 推進. 


不 筷 
の 予算 編成 過程 に お いて 具体 化 ) 








り 
今後 











海外 EC で の 輸出 支援 


- JETRO は 、 欧 米 や 東南 アジ ア 等 の EC サイ ト を 選定 し 、 中 小 企業 の 出展 ・ 販 路 開 拓 を 支援 。 海 外 の 日 本 産 食材 サポ ー 
ター 店 で 日 本 産品 の 魅力 を P R。 


特別 相談 窓口 の 設置 等 


- 中 小 機構 や JETRO の 各 事 務 所 、 各 地 の よ る ろ ず 支援 拠点 に 「 特 別 相談 窓口 」 を (9 月 内 を 目途 に ) 設置 。 関 係 省庁 が 中 
i TN 

復興 支援 アド バイ ザー の 派遣 ' 
中 小 機 が 復興 支援 ア ドバイ ザー 等 を 中 小 企業 に 派遣 し 、 課 題 ・ 要 望 等 を 個別 に 伺う と と も に 、 事 業 計 画 の 策定 、 資 金 
調達 、 販 路 開 拓 等 の 支援 を 実施 。 


(参考 ) トリ チ ウ ム 分 離 技術 に つい て ① 


@ 2014 年 10 月 て 2016 年 3 月 に か け て 、 ト リチウム 分 離 技術 の 検証 試験 を 実施 。 


A) すでに 確立 し て いる 技術 や 、B) 実用 開発 初期 段階 の 技術 で 実験 室 レ ベル に 
お ける 試験 を 中 心 と し た も の に つい て 、 それぞれ 、 事業 者 を 採択 。 
(※ 全 体 で 30 億 円 を か け て 実証 を 実施 。 ) 
@ 専門 家 が 分 離 性 能 ・ コ スト 等 の 観点 か ら 評 価 し 、「 直 ち に 実用 化 で きる 段階 に ある 技術 


が 確認 され な か っ た 」 と の 結論 。 

@ 技術 動向 を 注視 すべ く 、 実証 事業 終了 後 も 、 
〇 提案 者 の 状況 の フォ ロー アッ プ を 継続 する と と も に 、 
〇 国内 外 の 最新 の 技術 的 進展 の 状況 を 確認 。 





< 参考 > 主 な 分 離 技術 の 原理 に つい て 
① 水 蒸留 法 … ポ (HO) と トリ チ ウ ム 水 (HTO) の 沸点 の 差 を 利用 し て 分 離 。 
② 水 素 蒸 留 法 … 水 素 (H。) と トリ チ ウ ム (HT、T。) の 沸点 の 差 を 利用 し て 分 離 。 


③ 同 位 体 交 換 法 … 触 媒 反 応 下 で 、 水 と 気体 の 水蒸気 (H。O、HTO)、 水素 (H) と トリ チ ウ ム (T) が 交換 され る 性 
買 を 利用 し て 分 離 。 CECE 法 は 同位 体 交 換 法 の 一 種 。 


④ 電 解法 … 水 (H。O)、 ト リチウム 水 (HTO) の 電気 分 解 速度 の 差 を 利用 し て 分 離 。 


沸点 等 の 物性 の 違い は 微々 た る も の で あり 、 分 離 に は 高度 な 技術 が 必要 。 
例 : 水 (HO) の 沸点 : 100 て G トリ チ ウ ム 水 (HTO) の 沸点 : 100.8 て 25 





(参考 ) トリ チ ウ ム 分 離 技術 に つい て ② 


@ 一 部 の トリ チワ ム 分 離 技術 に つい て は 、 国内 外 で 実用 化 さ れ て いる 例 も ある が 、 こ れ ら の 技術 は 、 ト リチウム の 
総量 を 減ら す も の で は な く 、 濃度 の 「 濃 い 水 」 と 「 薄 い 水 」 に 分 離す る も の 。 


一 分 離 後 は 、 | 下 中 又 三 调 利 用 





< 参考 > 実用 化 さ れ て いる トリ チワ ウム 分 離 技術 の 適用 濃度 と ALPS 処 理 水 の ト リチウム 濃度 
分 離 対象 水 の 濃度 分 離 後 の 「 薄 い 水 」 の 濃度 


| | 得 襲 疾 7 
7 サダ : ダー リン トン 原発 の 例 40,000,000 へ 130,000,000 | の 誤 生 3 


日 本 : ふけ ん 重水 精製 装置 の 例 10,.000,000 っ 再 利 中 a 


約 62 0.15 


福島 第 一 原発 (※ タ ンク 内 の 平均 の 濃度 ) (※ 基 本 方 針 ) 
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(参考 ) 汚染 水 発生 量 の 更 な る 抑制 


@ サブ ドレ ン や 漂 土 壁 を 始め と する 重層 的 な 対策 に より 、 汚染 水 の 発生 量 は 減少 。 2020 年 実績 は 
約 140m/ 日 (対策 前 は 1 日 約 540m1 ) で あり 、 中 長期 ロー ド マ ッ プ の 目標 (2020 年 内 に 汚 
染 水 発生 量 を 150m/ 日 程度 に 抑制 ) を 達成 。 引き 続き 、「2025 年 内 に 100m/ 日 以下 」 の 目 
標 達成 に 向け て 対策 を 進め て いく 。 


@ また 、 現 在 、 建屋 に 滞留 し て いる 汚染 水 の 流 
水位 より も 高く 管理 。 その 結果 、 地下 水 が 建屋 内 に 流入 し 還る どの 


※ その た め 、 原 子 炉 建 屋 に 隣接 する 土地 で 大 規模 な 土木 工事 を 行う こと は 、 工 事 に 伴っ て 、 原 子 炉 建 屋 か ら 汚染 水 
が 流出 する リス ク が ある 。 








※ 原子 炉 建屋 滞留 水 の 流 み 上 げ な と 、 滞留 水 低減 の 
た め の 作 業 も 進め て いる 。 
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(参考 資料 ) 


(参考 ) トリ チ ウ ム の 生態 影響 





の これ まで の 動物 実験 や 疫学 研究 か ら 、 | ト リチウム が 他 の 放射 線 や 核種 と EE べ て 特別 に 
生態 影響 が 大 きい 」 と いう 事実 は 認め られ て いな い 。 


ント リチウム を 排出 し て いる 原子 力 関 連 施 設 周辺 で 共通 に み ら れ る (ニトリ チ ウ ム が 原因 と 考え 
られ る 共通 の ) 影響 の 例 は 、 見 つか っ て いな い 。 


(参考 ) トリ チ ウ ム を 含む 化合 物 の 健康 へ の 影響 (ALPs 小 委員 会 資料 か ら 引用 ) 
@ 体内 に 取り 込ま れ た トリ チ ウ ム は 、 代謝 に より 体外 へ 排出 され 、 時 間 と と も に 減っ て いく 。 
@ 有機 物 ( 例 : た ん ば く 質 等 ) を 構成 する 水素 原子 の 一 部 が トリ チ ウ ム 原 子 に 置き 換 わ っ た 有機 
結合 型 ト リチウム も 和 存在 。 
ツ ト リ チ ウ ム 水 
・ 体内 に 取り 込ま れ た トリ チ ウ ム 水 の うち 約 5>696 が 有機 結合 型 ト リチウム と な る 。 
その 影響 も 考慮 し た 上 で 、 健康 へ の 影 ン 絡 は セシウム 137 の 約 700 分 の 1 程度 。 





や 有機 結合 型 ト リチウム < 預託 実効 線量 ( 注 ) > 
・ 有機 結合 型 ト リチウム は 、 ト リチウム 水 と 比較 し て 、 体外 へ 排出 され る まで 1 
必要 な 期間 は 長い が 、 健康 へ の 影響 は 2。5 倍 程度 の 影響 。 ・ 有 機 結合 型 ト リチウム 
※ ト リチウム 水 : 平均 10 日 程度 、 有機 結合 型 ト リチウム : 40 日 程度 ~1 年 程度 NY Bd 
健康 へ の 影響 は セシウム 137 の 約 300 分 の 1 以下 。 1.3x10.5mSv/Bq 











注 : 預託 実効 線量 (国連 放射 線 防 護 委員 会 (ICRP) 勧告 ) 
放射 性 物質 を 一 回 だ け 摂取 し た 場合 に 、 そ れ 以 後 の 生涯 に と れ だ け の 放射 線 を 被ばく する こと に な る か を 推定 し た 被ばく 線量 。 
大 人 が 摂取 し た 後 50 年 間 の 内 部 被ばく の 積算 、 子供 が 摂取 し た 後 70 歳 まで の 内 部 被ばく の 積算 を 行っ た 値 。 29 


(参考 ) 基本 方 針 の 概要 








ョ 遇 Fi 
(1) 基本 的 な 考え 方 
> 被災 地 の 復 興 は 進み か つつ ある 一 方 、 今 も な お 、 農林 水産 業 等 に は 風評 影響 が 残る 。 

っ 政府 は 、 前面 に 立ち 、 復 興 ・ 再 生 に 取り 組む 責務 。 | 
> 着実 な 復興 ・ 再 生 に は 、「 復 興 と 廃 炉 の 両立 」 を 大 原則 に 、 廃 炉 を 計画 的 に 進め る 必要 。 その 一 環 と し て ALPS 処 : 
: 理 水 の 検 討 も 必要 。 : 
> 今後 、 燃 料 デ ブリ の 取り 出し 等 に は は 大 き な ス ペー ス が 必要 。 タン ク 等 が 敷地 を 大 きく 占有 する 現状 を 見 直さ な けれ ば 、 
: 今後 の 廃 炉 に 支障 。 地元 か ら も 、 大 量 の タン ク の 存在 が 風評 の 一 因 で ある こと や 、 老朽 化 、 災害 リス ク 等 の 指摘 も 。 

っ 政府 と し て 、 早期 に 方 針 を 決定 する 必要 。 ( 


一 
7 

『 

1 

1 

1 

1 


「> 専門 家 が 6 年 以上 議論 し 、2020 年 2 月 に 報告 書 を と り ま と め 。 
「- 技術 的 に 可能 な 5 つの 処分 方 法 を 検討 し 、 海洋 放出 が より 現実 的 」 と 評価 。 
| - 長期 保管 に つい て は 、「 タ ング 増設 の 余地 は 限定 的 」 
:- 分 離 技術 に つい て は 、「 直 ち に 実用 化 で きる 段階 に ある 技術 は 確認 され て いな い ] 
| つ TAEA も 「 科 学 的 根拠 に 基づく 」 と 評価 。 
「 > 以降 、 自 治 体 や 農林 水産 業者 等 と の 数 百 回 に 及ぶ 意見 交換 や 各省 副 大 臣 に よる 意見 聴取 を 実施 。 
更に 書面 に よる 意見 募集 に は 4 千 件 を 超え る 意見 。 そ の 中 に は 、 安全 性 や 風評 へ の 懸念 も 。 
つ 上 記 の 専門 家 に よる 報告 書 や 幅広 い 方 々 の 意見 を 踏ま え 、 基 本 方 針 を 決定 。 


2. ALPS 処 理 水 の 処分 方 法 に つい て 


ノン ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーー 


| > 国内 で の 実績 が ある 点 や モニ タリ ング 等 を 確実 に 実施 可能 と され て いる 点 を 評価 し 、 海洋 放出 する 方 針 。 
| つ TAEA も 、「 日 常 的 に 実施 され て お り 、 技 術 的 に 実行 可能 」 と 評価 。 

| > 国際 ルー ル に 基づく 国内 の 規制 基準 (トリ チ ウム 濃度 等 ) を 遵守 し 、 周辺 地域 の 住民 や 環境 等 の 安全 を 確保 。 
| > 国際 社会 の 責任 ある 一 員 と し て 、 透 明 性 高く 、 積 極 的 な 情報 提供 を 継続 


SS ここ ご ご ここ 局 こ ニニ ニニ ここ ここ ここ ここ ここ ここ こと こら ここ ここ ニー ニニ ニニ こ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ここ こと ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ピュ ニニ ニニ ご ニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ここ ここ ニニ ニー ニニ ここ ニニ ニニ ニー ニニ ここら ニニ ニニ ここ ニニ ここ ここ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ここ ニニ ニー ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ここ と ど 


東京 電力 に は 2 年 程度 後 を 目途 に 福島 第 一 原発 の 敷地 か ら 放出 する 準備 を 進め る こと を 求め る 。 
( 1 ) 「 風 評 影 響 を 最大 限 抑 制す る た め の 放 出 方 法 」 
① ト リチウム : 
・ 濃 度 : 規制 基準 の 1/40 (WHO 飲料 水 基 準 の 約 1/ フ 7) まで 希釈 。 
※ 既 に 放出 し て いる サブ ドレ ン の 排水 濃度 と 同 レベ ル 

・ 総 量 : 事故 前 の 管理 目標 値 (年 間 22 兆 Bq) を 下回る 水準 と する 。 
② そ の 他 核 種 : 規制 基準 を 下回る まで 2 次 処理 。 更に 上 記 の トリ チ ウ ム 濃 度 を 満た す た め 、 大 幅 に 希釈 
一 規制 基準 を 大 幅 に 下回る こと で 、 安全 性 を 確保 し 、 風評 を 抑制 。 


( 2 ) 「 海 洋 モ ニタ リン グ の 徹底 」 
| ーー 放出 前 ・ 放 出 後 の モ ニタ リン グ を 強化 。 地元 自治 体 ・ 農 林 水 産業 者 等 も 参画 。 
、 - IAEA の 協力 を 得 て 、 国内 外 に 客観 性 ・ 透 明 性 を 高く 発信 。 





: ・ 東 京 電力 に は 、 風 評 影響 を 最大 限 抑制 する 対策 、 賠償 に より 機動 的 に 対応 する こと を 求め る 。 
:・ 政 府 は 、 前 面 に 立ち 、 一 丸 と な っ て 風評 影響 を 最大 限 抑制 する 対策 や 産業 復興 等 に 取り 組む 。 
| (1)「 国 民 ・ 国 際 社 会 の 理解 の 醸成 」 
| - ALPS 処理 水 の 安 全 性 に つい て 、 科学 的 根拠 に 基づく 情報 を 分 か りや すく < 発信 。 IAEA 等 と も 協力 。 
: (2)「 生 産 ・ 加 工 ・ 流 通 ・ 消 費 対 策 」 
「- 漁業 関係 事業 者 へ の 支援 (設備 導入 な ど ) を 継続 拡充 
:- 福島 相 双 機構 、JETRO、 中 小 機構 等 に よる 販路 開拓 ・ 販 売 促進 
:「- 観光 誘客 促進 等 の 支援 、 交 流 人 口 拡大 "な ど 
( 3 ) 「 损 害 赔偿 


: - 対策 を 講じ て も 生じ る 風評 被害 に は 、 被 災 者 に 寄り 添う 丁寧 な 賠償 を 実施 する よう 東京 電力 を 指導 。 
(被災 者 の 立証 負担 の 軽減 、 賠償 の 期間 ・ 地 域 ・ 業 種 を 画 一 的 に 限定 し な い 等 ) 





| ・ 基 本 方 針 に 定め た 事項 の 実施 状況 を フォ ロー アッ プ し 、 必要 な 追加 対策 を 機動 的 に 実施 する た め 


「ALPS 処 理 水 の 処分 に 関す る 基本 方 針 の 着実 な 実行 に 向け た 関係 閣僚 等 会 議 (座長 : 官房 長官) 」 を 新設 。 | 


| . ト リチウム 分 離 技術 に つい て は 、 
ALPS 小 委 の 報告 書 な と で 「 直 ち に 実用 化 で きる 段階 に ある 技術 は 確認 され て いな い 」 と の 評価 。 
っ 引き 続き 、 新 た な 技術 動向 を 注視 。 


0 ET TE EE EE EE ES 


(参考 ) ワー キン ググ ルー プ 等 で いた だ いた 主 な 御 意見 
@ IALPS 処 理 水 の 処 分 に 関す る 虹 本 方 針 の 着実 な 実行 に 向け た 関係 閣僚 等 会 議 ]」 の 下 に 設置 し た 
ワー キン ググ ルー プ は 福島 県 、 宮城 県 、 茨城 県 、 東京 都内 で 計 6 回 開催 。 
@ 各省 の 副 大 臣 ら が 出席 し 、 自治 体 、 農林 漁業 者 、 観光 業者 な と 風評 影響 を 受け 得る 方 々 や 、 


消費 者 団体 等 の 御 意 見 を 直接 伺っ た 。 


* 確 実に 浄化 処理 し 、 東電 任せ に せ ず 、 国際 機関 等 外部 の 目 で 、 【 総 論 
復 層 的 に 測定 ・ 監 視 す べき 。 ・ 被 災 地 間 で 、 支援 策 に 差 を うけ な いよ うに する べき 。 


・ 海 水 ・ 水 産物 モニ タリ ング を 拡充 、 わ か りや すく 情報 発信 すべ き 。 等 || ・ 過 去 の 風評 対策 の 検証 が 必要 。 
【 水 産業 ・ 農 林業 ・ 観 光 業 な ど 】 


国民 ・ 国 際 社 会 の 理解 醸成 ・ 生 産 者 に 加え 、 サ プラ イチ ェ ー ン 全体 を 強く する 支援 が 必要 。 


荷 前 場 和 上 于 和 扒 | 太 栓 查 WPA 
【 基 本 方 針 へ の 意見 等 】 出荷 前 、 市 場 な と 複 層 的 な 検査 が 必要 。 


. 還 語 の 馬 る が あろ 中海 導 出 に 反対 。 史 の 方 法 を 検討 すべ き 。 | ・ 農 林 水 産物 の 販売 フェ ア 、 飲 食 店 の 応援 が 必要 。 
風評 の 懸念 が ある 中 、 海 洋 放 出 に 反対 。 別 の 方 法 を 検討 すべ き 。 | メー ュー を っ < る 人 の 尋 到 。 地域 コン テン ツ の 麻 上 け 支 援 等 
.「 理 解 を 得る まで 放出 し な い 」 と し た 福島 県 漁 連 へ の 回 答 と 、 基 本 ーー 


針 の 決定 と の 関係 を 説明 すべ き 。 回 党 
方 針 の 決定 と の 関係 を 説明 すべ き セー フ テ ィ ネッ ト ・ 賠 償 


【 説 明 内 容 】 ーー - 
. 科 学 的 ・ 客 観 的 な が デー タ に 基づく 、 正確 な 情報 発信 を すべ き 。 政府 が 前 面 に 立ち 、 最後 まで 中 仕 を 持つ べき 。 


- 放 出 は 、 基 本 方 針 の 発表 か ら 約 2 年 後 と 強調 すべ き 。 も う 放出 し | ' 立 計 下 任 を 彼 害 者 に 寄せ な い 仕 組み が 必要 。 
て いる と の 誤解 も ある 。 ・ 魚 の 一 時 的 買取 り 等 、 安 心して 漁業 を 継続 で きる 仕組 み が 必要 。 


【 説 明 先 】 ーー 
生産 者 、 取 引 先 、 販売 者 な ど に 広く 説明 すべ き 。 将来 技術 ほか 

・ 学 校 の 放射 線 教育 を 充実 すべ き 。 . ト リチウム 分 離 技術 の 開発 に 取り 組む べき 。 

. 輸 入 規制 を 回 避 す る た め 、 海 外向 け 説明 を 強化 すべ き 。 等 ・ 東 電 の 管理 体制 を 厳し く 指導 すべ き 。 信頼 回 復 に 努め る べき 。 等 





(参考 ) リー キン ググ ルー ブ の 開催 実績 及び 参加 いた だ いた 団体 

省き 蘭 リ ミ に き E ほ HIOWCFHIHFLT7/2EiD 半 昌明 
: (第 一 部 ) 福島 県 、 福島 県 商工 会 議 所 連合 会 、 福島 県 農業 協同 組合 中 央 会 、 福島 県 水産 市 場 連 合 会 、 福 島 : 
: 県 旅行 業 協 会 
: (第 二 部 ) 福島 県 漁業 協同 組合 連合 会 、 福島 県 水産 加工 業 連 合 会 


i【 第 2 回 】 6 月 7 日 宮城 (宮城 県 仙台 市 ) 

: 富 城 県 、 宮 城 県 漁業 協同 組合 、 宮城 県 沖合 底 び き 綱 漁業 協同 組合 、 宮 城 県 近海 旗 曳 網 漁業 協同 組合 、 宮城 | 
睛 产地 久 市 场 协会 、 宫 城 时 水 产物 流通 计策 协议 会 、 宫 城中 消费 地 龟 市 场 协会 、 宫 城内 食品 输出 促进 协议 会 、 
究 城 呈 骨 业 志 同和 相合 中 央 会 、 宮 城 県 農業 会 議 、 宮 城 県 ホテ ル 旅館 生活 衛生 同業 組合 、 宮 城 県 議会 、 宮城 県 市 
1 長 会 、 宮 城 県 町 村人 : 


FL 


:【 第 3 回 】 6 月 2 5 日 茨城 (茨城 県 水戸 市 ) : 
: 茨城 県 、 茨 城 沿 1 海 地区 漁業 協同 組合 連合 会 、 茨城 県 水産 加工 業 協同 組合 連合 会 、 茨城 県 農業 協同 組合 中 央 : 
: 会 、 茨城 県 農業 会 議 、 茨城 県 ホテ ル 旅 館 生活 衛生 同業 組合 、 茨城 県 商工 会 議 所 連合 会 、 茨城 県 商工 会 連合 会 、: 
: 茨城 県 議会 、 茨城 県 市 长 会 茨城 県 町 村 会 


LD 


[第 4 回 】 6 月 2 9 日 福島 G (福島 県 福島 市) 
人 


:【 第 5 回 】 7 月 9 日 全国 団体 (東京 都内 ) 
日 本 商工 会 議 所 、 日 本 チェ ー ン スト ア 協 会 、 日 本 ボラ ンタ リー チェ ー ン 協会 、 日 本 旅行 業 協 会 、 全国 旅行 業 協会 
国 消費 者 団体 連絡 会 


:【 第 6 回 】_ 7 月 9 日 周辺 道 県 (東京 都内 ※ リ モー ト 開 催 ) 
: 北海 道 、 青森 県 、 岩手 県 


※ こ の ほか 、 千葉 県 か ら は 、8 月 2 0 日 付け で 書面 で の 意見 提出 。 


